
評価の観点一覧

評価の観点 評価の観点

生活に見
通しをも
つ

ｐ８・９

○生活や活動を進める
中で、自分のすることが
分かり、見通しをもった
り、周囲の状況を判断し
て行動したりするように
なる。

◎見通しをもって行動す
る
→見通しをもって生活す
る中で、自ら片付けをし
たりトイレに行ったりして
いる。

○生活時程に慣れ、見
通しをもって、チャイムの
合図で次の活動に移行
するための準備を整える
ようになる。

◎見通しをもって行動す
る
→休み時間に、排泄、
水飲み、次の時間の準
備など、時程を意識する
ことができる。

生活を自
らつくる

ｐ１０・１１

○自分の持ち物に愛着
をもち、所定の場所に自
分でしまい、整理するよ
うになる。

◎自分の持ち物を整理
する
→自分の持ち物を大切
に扱い、ロッカーや道具
箱の中を整理している。

○自分の持ち物を認識
し、大事に使ったり、整
理したりするようになる。

◎自分の持ち物を整理
する
→自分の持ち物やロッ
カー、机の中を整理し、
宿題や提出物は所定の
場所に忘れずに出すこ
とができる。

自ら体を
整える

ｐ１２・１３

○給食やお弁当を友達
や先生と一緒に、マナー
を意識して楽しんで食べ
るようになる。

◎食事のマナーを意識
して楽しんで食べる
→友達や保育者と一緒
に食べることの楽しさを
味わいながら、マナーを
意識して食べている。

○給食を友達や担任と
一緒に、マナーを身に付
けて楽しんで食べるよう
になる。

◎食事のマナーを身に
付けて楽しんで食べる
→食事のマナーを守りな
がら、友達や担任と一緒
に楽しく食べることができ
る。

学びに向
かう姿勢

ｐ１４・１５

○保育者の話を自分の
こととして受け止め、自
分なりに考えて行動する
ようになる。

◎自分のこととして受け
止める
→話をする人の方を向
いて、話を自分のことと
して受け止めて聞き、行
動している。

○教師の話を自分のこ
ととして受け止め、理解
して行動するようにな
る。

◎自分のこととして受け
止める
→前を向いて座り、教師
の話を自分のこととして
受け止めて聞き、行動
できる。

健康な心
と体

ｐ１６・１７

○進んで遊びに参加し、
自分の体を十分に動か
して遊ぶようになる。

◎自ら進んで体を動か
して遊ぼうとする
→ドッジボールやリレー
に参加したり、短縄や長
縄などに自分のペース
で挑戦したりしている。

○運動に積極的に取り
組むようになる。

◎自ら進んで運動しよう
とする
→体育の授業や休み時
間、運動会の練習など
で、全力で走ったり、集
団活動を楽しんだり、進
んで体を動かすことに取
り組める。

自立心

ｐ１８・１９

○失敗を乗り越えてやり
遂げることで満足感を味
わい、自信をもって行動
するようになる。

◎自信をもって行動す
る
→こま回しや鉄棒、製作
などに積極的に取り組
み、できなくてもあきらめ
ずに挑戦している。

○生活や学習におい
て、失敗しても意欲を
もってやり遂げ、自分に
自信をもって行動するよ
うになる。

◎自信をもって行動す
る
→自分のことは自分でし
ようと、試行錯誤しなが
ら粘り強く取り組むことが
できる。

協同性

ｐ２０・２１

○クラスやグループの活
動の中で自分の力を発
揮し、互いのよさを認め
合えるようになる。

◎友達と互いに認め合
う関係を築く
→生活や遊びの中で、
自分と違う友達の思い
や考えに気付いたり、自
分の思いを言葉で伝え
たりすることを通して、友
達と協力して取り組もう
としている。

○グループ学習を通し
て、相手の考えを聞き、
様々な考えがあることを
知ったり、自分以外の考
えを尊重したりするように
なる。

◎自分以外の考えを尊
重し合う
→係活動やグループ活
動で、友達と意見を交
わす中で、新しい考えを
生み出したり、工夫して
取り組んだりできる。

※　評価の観点の考え方については、ｐ６の「（２）評価の観点」を参照してください。
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学
び
の
芽
生



評価の観点 評価の観点

道徳性・
規範意
識の芽生
え

ｐ２２・２３

○してよいことや悪いこ
とがあることに気付き、
考えながら行動するよう
になる。

◎してよいことや悪いこ
とがあることに気付き、
考えながら行動する
→生活や遊びの中にき
まり(トイレの使い方や鬼
遊びのルール、人を傷
つける言動はしないな
ど)があることを知り、守
ろうとしている。

○してよいことや悪いこ
とがあることに気付き、
考えながら行動するよう
になる。

◎してよいことや悪いこ
とがあることに気付き、
考えながら行動する
→学校生活の中のきま
り(休み時間の過ごし方
や廊下の歩き方、人を
傷つける言動はしないな
ど)があることを理解し、
守ることができる。

社会生
活との関
わり

ｐ２４・２５

○担任との信頼関係を
深め、自信をもって生活
するようになる。
○したいこと、してほしい
ことを言葉で表現したり、
分からないことを尋ねた
りするようになる。

◎担任との信頼関係を
築き、思いを伝える
→自分の思いや分から
ないことを、自ら担任に
伝えたり、尋ねたりしてい
る。

○担任との信頼関係を
深め、安心して学校生
活を送ることができるよう
になる。
○自分の状況を言葉で
表現し、困っていること
や分からないことを伝え
たり聞いたりするようにな
る。

◎担任との信頼関係を
築き、思いを伝える
→学校生活の中で、
困ったり分からないこと
があったりした時は、自ら
担任に伝えたり、尋ねた
りすることができる。

思考力の
芽生え

ｐ２６・２７

○身近な事象に意欲的
に関わる中で、気付いた
り、疑問に思ったり、感じ
たりするようになる。

◎意欲的に関わる
→興味をもったことに向
かって、考えたり、繰り返
し試したり、意欲的に取
り組んでいる。

○各教科の学習活動や
教科書に興味をもち、学
ぶ意欲をもつようにな
る。

◎意欲的に取り組む
→学習に興味や関心を
もって、考えたり、繰り返
し試したり、意欲的に取
り組むことができる。

自然との
関わり・
生命尊
重

ｐ２８・２９

○季節の変化や自然現
象に興味・関心をもち、
考えたり、試したりするよ
うになる。

◎季節の変化や自然に
興味・関心をもつ
→自然の不思議さ (空
や雲、日差しの変化、紅
葉や落葉、身近な昆虫
などの生き物など)に気
付き、伝え合ったり、図
鑑で調べたり、遊びに取
り入れている。

○季節の変化や自然現
象に興味・関心をもち、
考えたり、試したりするよ
うになる。

◎季節の変化や自然に
興味・関心をもつ
→草花の世話や、小動
物や昆虫などの飼育を
通して、成長の変化や
生命の大切さに気付
き、大切にすることがで
きる。

数量や図
形、標識
や文字な
どへの関
心・感覚

ｐ３０・３１

○遊びや生活の中で子
ども自身の必要感に基
づく体験を通して、数量
や図形、標識や文字へ
の興味、関心、感覚をも
つようになる。

◎数量や図形、標識や
文字に興味・関心をもつ
→自分の名前など、文
字に興味をもち、生活や
遊びに取り入れたり読ん
だりしている。
１０くらいを目安に数を
数えたり、比べたり、分け
たり、順番を理解してい
る。

○文字や数字に興味を
もち、音読や読書をした
り、身近にある数字を読
んだり数えたりするように
なる。

◎文字や数字に興味・
関心をもつ
→１０がいくつといくつで
できているのか分かる。
板書を一定時間に連絡
帳に書き写したり、物語
の場面の様子を想像し
ながら、楽しんで読んだ
りすることができる。

言葉の伝
え合い

ｐ３２・３３

○友達や保育者に自分
の気持ちや思いを聞い
てもらったり、相手の話
を聞いて理解したりする
中で、互いの心を通わ
せ、言葉での伝え合いを
楽しむようになる。

◎言葉で伝え合う
→グループで目的をもっ
て取り組む活動の中で、
自分の意見を言葉で伝
えたり、友達の話を聞い
て理解しようとしたりして
いる。

○生活や学習の中で、
友達と互いの思いや考
えを伝え合い、共感的に
受け止めたり、認め合っ
たりするようになる。

◎言葉で伝え合う
→学級全体で一つの課
題について話し合う中
で、自分の意見を相手
に伝わるように話したり、
友達の話を聞いて理解
したりできる。

豊かな感
性と表現

ｐ３４・３５

○身近にある素材や用
具の特徴に気付き、必
要なものを選んで、考え
たり工夫したりして、自分
なりの表現を楽しむよう
になる。

◎感じたことを自分なり
の方法で表現する
→見たこと、聞いたこと
や感じたことを、製作活
動や合奏、劇遊びなど
で表現している。

○自分なりの表現や楽
しさを、担任や友達と受
け止め合いながら、一緒
に表現する楽しさを味わ
うようになる。

◎感じたことを自分なり
の方法で表現する
→見たことやイメージし
たことを、音楽や造形、
身体表現などを通して、
伸び伸びと表現できる。
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